
Title 長谷川貞之君学位請求論文審査報告
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1992

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.65, No.7 (1992. 7) ,p.132- 142 

JaLC DOI
Abstract
Notes 特別記事
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19920728-0132

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


法学研究65巻7号（’92：7）

特
別
記
事

長
谷
川
貞
之
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
長
谷
川
貞
之
君
が
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
請
求
す
る

た
め
に
提
出
し
た
論
文
は
、
『
過
失
相
殺
の
理
論
史
的
系
譜
と
「
被
害
者

の
過
失
」
理
論
－
法
典
編
纂
か
ら
見
た
過
失
相
殺
の
意
義
と
被
害
者
の

過
失
類
型
に
立
脚
し
て
』
で
あ
る
．
本
論
文
は
、
第
一
論
文
『
法
典
編
纂

か
ら
見
た
「
被
害
者
の
過
失
」
ー
・
ー
マ
法
か
ら
ド
イ
ッ
民
法
典
の
成

立
ま
で
ー
』
と
第
二
論
文
『
コ
モ
ン
・
1
諸
国
に
お
け
る
過
失
相
殺
の

法
理
と
そ
の
理
論
的
基
礎
』
と
の
二
部
よ
り
な
る
。

　
　
一
　
論
文
の
構
成

A
　
第
一
論
文
・
法
典
編
纂
か
ら
見
た
「
被
害
者
の
過
失
』
ー
・
ー
マ

　
　
　
　
　
　
法
か
ら
ド
イ
ッ
民
法
典
の
成
立
ま
で
！

　
第
一
章
問
題
の
所
在

　
　
　
（
一
）
　
「
損
害
の
公
平
な
分
担
」
と
「
過
失
相
殺
の
本
質
」

　
　
　
（
二
）
　
本
稿
の
研
究
対
象

　
第
二
章
　
日
本
民
法
典
の
編
纂
と
「
被
害
者
の
過
失
」

　
　
ー
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
か
ら
現
行
民
法
に
至
る
「
被
害
者
の

　
　
　
過
失
』

　
　
（
一
）
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
～
旧
民
法
・
財
三
八
七
条

　
　
（
二
）
　
法
典
調
査
会
案
～
帝
国
議
会
提
出
案
～
現
行
民
法
第
四
一

　
　
　
　
八
、
七
二
二
条
第
二
項

　
2
　
原
案
第
七
三
〇
条
第
二
項
と
「
被
害
者
の
過
失
」
論
争

　
　
（
一
）
　
「
被
害
者
の
適
失
」
と
『
損
害
控
除
」
・
「
自
己
過
失
」
の

　
　
　
　
概
念

　
　
（
二
）
　
「
被
害
者
の
過
失
」
と
私
見
の
理
論
構
成

　
　
（
三
）
　
諸
外
国
の
法
典
編
纂
か
ら
見
た
「
被
害
者
の
過
失
」
1

　
　
　
　
概
要

第
三
章
　
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
「
被
害
者
の
過
失
」

　
1
　
考
察
の
視
点

　
2
　
不
法
行
為
上
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
被
害
者
の
「
自
己
過

　
　
失
」

　
　
（
一
）
　
理
髪
師
事
例
　
（
二
）
　
投
槍
事
例
・
陥
穽
事
例
　
（
三
）

　
　
格
闘
事
例
・
加
害
訴
権
事
例
　
（
四
）
　
損
害
の
拡
大
事
例

　
3
　
契
約
上
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
被
害
者
の
「
自
己
過
失
』

　
　
（
一
）
　
追
奪
担
保
事
例
　
（
二
）
　
損
害
拡
大
事
例
　
（
三
）
　
組
合

　
　
事
例
・
委
任
事
例
・
事
務
管
理
事
例

　
4
　
当
事
者
双
方
の
「
故
意
の
相
殺
」
事
例

　
5
　
一
般
命
題
℃
。
日
冨
包
垢
U
＆
9
嵩
』
8
。
の
本
来
的
意
義
と

　
　
「
被
害
者
の
過
失
』

　
6
　
小
括

第
四
章
　
古
典
期
ロ
ー
マ
法
以
後
、
中
世
初
期
に
至
る
「
被
害
者
の
過
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失
」

　
1
　
注
釈
学
派
と
注
解
学
派
の
解
釈

　
2
　
ロ
ー
マ
法
理
論
の
カ
ノ
ン
法
へ
の
浸
透

　
3
　
国
暮
妻
＆
Φ
7
＆
醇
理
論
の
発
生
・
衰
退
と
自
一
冨
目
a
興
理
論

　
　
の
確
立

第
五
章
　
法
典
編
纂
の
努
力
と
「
被
害
者
の
過
失
』

　
1
　
啓
蒙
主
義
時
代
の
法
典
編
纂
と
「
被
害
者
の
過
失
」

　
　
（
一
）
　
自
然
法
と
「
衡
平
」
の
思
想

　
　
（
二
）
　
「
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
民
法
典
』
か
ら
「
オ

　
　
　
　
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
」

　
2
　
一
九
世
紀
の
法
典
編
纂
と
「
被
害
者
の
過
失
」

　
　
（
一
）
　
「
ヘ
ヅ
セ
ン
民
法
草
案
」
か
ら
「
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
」

　
　
（
二
）
　
ス
イ
ス
法
と
「
衡
平
」
の
思
想

　
3
　
小
括

第
六
章
　
ド
イ
ッ
民
法
典
と
「
被
害
者
の
過
失
」

　
ー
　
ド
イ
ッ
民
法
典
成
立
前
の
状
況

　
　
（
一
）
　
古
代
ド
イ
ッ
法

　
　
（
二
）
　
「
パ
ソ
デ
ク
テ
ン
の
現
代
的
慣
用
」
と
歴
史
学
派

　
　
（
三
）
　
パ
ン
デ
ク
テ
ソ
法
学
と
「
因
果
関
係
の
中
断
』
の
思
想

　
2
　
竃
9
ω
O
切
成
立
過
程
か
ら
見
た
「
被
害
者
の
過
失
』

　
　
（
一
）
　
産
業
革
命
と
ラ
イ
ヒ
責
任
法
の
成
立

　
　
（
二
）
　
第
一
草
案
鷲
旨
田

　
　
（
三
）
　
第
二
草
案
竃
嵩
曽

　
　
（
四
）
　
第
三
草
案
ゆ
睡
o
。
国
甲
鷲
9
ω
O
ω

第
七
章
海
事
法
に
お
け
る
「
損
害
分
担
」
の
法
理
の
生
成
と
そ
の
影

　
響

　
1
　
「
損
害
分
担
」
の
法
理
の
内
部
的
対
立
！
損
害
の
「
平
等
分
割
」

　
　
と
「
比
例
的
配
分
」

　
　
（
一
）
　
古
代
の
海
事
法

　
　
（
二
）
　
中
世
に
お
け
る
「
三
大
海
事
法
」

　
2
　
損
害
の
「
比
例
的
配
分
」
の
法
理
の
台
頭

　
　
（
一
）
　
近
世
に
お
け
る
海
事
法
と
損
害
の
「
平
等
分
割
」
の
法
理

　
　
　
　
の
駆
逐

　
　
（
二
）
　
コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
に
お
け
る
損
害
の
「
比
例
的
配
分
』
の

　
　
　
　
法
理
の
侵
透

第
八
章
　
総
括

　
1
　
本
稿
の
成
果
と
要
約

　
　
（
一
）
　
過
失
相
殺
規
定
の
制
定
と
「
被
害
者
の
過
失
」
の
意
義

　
　
（
二
）
　
法
典
編
纂
に
お
け
る
被
害
者
の
過
失
と
そ
の
思
想
的
背
景

　
　
（
三
）
　
被
害
者
の
過
失
と
基
礎
理
論
の
形
成

　
　
（
四
）
　
過
失
相
殺
の
本
来
的
意
義

　
2
　
過
失
相
殺
の
理
論
的
位
置
付
け
と
今
後
の
課
題
1
ま
と
め
に
代

　
　
え
て

　
　
（
一
）
　
過
失
相
殺
の
本
質
論

　
　
（
二
）
　
「
被
害
者
の
過
失
」
の
意
義
と
学
説
・
判
例

　
　
（
三
）
　
「
被
害
者
の
過
失
」
理
論
と
類
型
化
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B
　
第
二
論
文
・
コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
法
理
と
そ
の

　
理
論
的
基
礎

　
第
一
章
　
序
説

　
一
、
不
法
行
為
法
の
歴
史
的
展
開
と
寄
与
過
失
の
意
義
－
英
米
法
を
支

　
　
え
る
独
自
の
個
人
主
義
的
思
考
型
式

　
二
、
労
働
災
害
に
係
る
民
事
損
害
賠
償
と
初
期
の
コ
モ
ン
ロ
ー

　
　
1
　
使
用
者
の
安
全
義
務
と
使
用
者
の
抗
弁

　
　
2
　
労
働
災
者
と
寄
与
過
失
の
法
理
の
台
頭

　
第
二
章
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
寄
与
過
失
の
法
理
の
発
生
消
滅
と
比
較

　
　
過
失
の
法
理
へ
の
移
行

　
一
、
寄
与
過
失
の
法
理
の
形
成
と
そ
の
展
開

　
　
1
　
寄
与
過
失
の
法
理
形
成
前
夜
の
状
況

　
　
2
　
寄
与
過
失
の
法
理
の
形
成

　
　
3
　
最
後
の
回
避
機
会
の
法
理
の
提
唱

　
　
4
　
ジ
レ
ン
マ
原
理
ー
被
害
者
を
窮
地
に
陥
れ
誤
っ
た
行
動
を
導
く

　
　
　
に
至
る
加
害
者
の
過
失
と
被
害
者
の
無
答
責

　
二
、
一
九
四
五
年
法
改
正
（
寄
与
過
失
）
法
と
損
害
の
衡
平
な
分
担
主

　
　
義
の
確
立

　
　
1
　
一
九
四
五
年
法
改
正
法
の
制
定
経
緯
と
立
法
趣
旨

　
　
2
　
一
九
四
五
年
法
改
正
法
の
適
用
範
囲
と
損
害
分
担
の
基
準

　
第
三
章
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
比
較
過
失
の
法
理
と
損
害
の
衡
平
な
分

　
　
担
主
義

　
一
、
寄
与
過
失
の
法
理
の
継
受

　
1
　
寄
与
過
失
の
継
受
と
ア
メ
リ
カ
法
へ
の
受
容

　
2
　
寄
与
過
失
の
法
理
に
対
す
る
修
正
と
そ
の
克
服

二
、
損
害
の
分
担
主
義
の
台
頭
と
比
較
過
失
の
法
理
の
採
用

　
1
　
損
害
の
分
担
主
義
の
台
頭

　
2
　
比
較
過
失
の
法
理
の
採
用
1
そ
の
類
型
と
内
容

　
3
　
比
較
過
失
法
の
運
用
と
陪
審
制
度
と
の
関
係

　
4
　
比
較
過
失
法
と
複
数
当
事
者
と
の
関
係

三
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ル
ト
保
険
制
度
の
比
較
過
失
法
に
対
す
る
影
響

　
ー
　
ノ
ー
フ
ォ
ー
ル
ト
保
険
の
発
生
・
展
開

　
2
　
ノ
ー
フ
ォ
ー
ル
ト
保
険
の
類
型
と
比
較
過
失
法
と
の
関
係

第
四
章
　
総
括

二
　
論
文
の
内
容

A
　
第
一
論
文

　
　
　
　
（
一
）
　
本
論
文
の
問
題
意
識
と
研
究
対
象

　
債
務
不
履
行
・
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
指
導
理
念
は
、
そ

れ
を
惹
起
し
た
責
あ
る
加
害
者
に
よ
る
損
害
の
填
補
よ
り
も
、
む
し
ろ
発

生
し
た
損
害
を
社
会
に
お
け
る
一
種
の
損
害
と
み
て
、
こ
れ
を
当
事
者
間

に
い
か
に
公
平
妥
当
に
分
担
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
損
害
の
公
平
な
分
担

に
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
近
時
の
わ
が
国
学
説
判
例
の
基
本
的
姿
勢
で

あ
る
。
し
か
し
損
害
の
公
平
な
分
担
を
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
基
準
と

方
法
に
よ
っ
て
実
現
す
る
べ
ぎ
か
、
と
く
に
過
失
相
殺
に
お
け
る
被
害
者

の
過
失
の
意
味
内
容
、
相
殺
の
方
法
や
効
果
を
め
ぐ
っ
て
は
定
説
が
な
く
．
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議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
論
に
お
い
て
、
論
者
は
、
こ
の
論
争
を
、
被
害
者
の
「
過
失
」
の
意

義
・
本
質
を
い
か
に
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
生
ず
る
見
解
の
対
立
と
し
て
理

解
し
、
わ
が
民
法
四
一
八
、
七
二
二
条
第
二
項
が
過
失
相
殺
を
規
定
す
る

に
至
っ
た
立
法
の
経
緯
に
お
い
て
、
起
案
者
た
ち
が
そ
の
参
考
と
し
た
諸

外
国
の
過
失
相
殺
の
制
度
の
歴
史
的
意
味
合
い
を
、
は
た
し
て
正
確
に
理

解
・
継
承
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
と
し
て
、
こ
こ
に
規
定
さ

れ
た
過
失
相
殺
が
本
来
有
す
べ
き
真
の
意
味
を
、
歴
史
的
、
比
較
法
的
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
い
は
法
思
想
史
的
に
追
求
し
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
（
本
論
文

第
一
、
二
章
。
第
二
論
文
末
章
）
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
論
者
は
一
九
世
紀
後
半
当
時
の

諸
外
国
の
民
法
典
編
纂
に
現
れ
る
被
害
者
の
過
失
を
め
ぐ
る
法
思
想
i

と
く
に
自
然
法
と
法
実
証
主
義
と
の
対
立
ー
を
中
心
に
考
察
を
す
す
め

る
。

　
　
象
法
典
調
査
会
に
お
け
る
原
案
七
三
〇
条
二
項
の
審
議
に
つ
き
、
起
草
委
員
と

　
　
他
の
委
員
の
理
解
が
被
害
者
の
過
失
の
方
向
や
相
殺
の
内
容
が
因
果
関
係
に

　
　
よ
る
損
害
控
除
な
の
か
過
失
に
対
応
し
た
単
一
損
害
の
分
割
な
の
か
意
見
の

　
　
　
一
致
を
見
ず
、
浮
動
的
な
立
場
の
ま
ま
に
、
過
失
相
殺
の
現
行
規
定
が
誕
生

　
　
し
た
こ
と
を
、
論
者
は
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
（
二
）
　
ロ
！
マ
法
よ
り
近
代
民
法
典
の
編
纂
に
至
る
過
程
と
自

　
　
　
　
　
　
然
法
の
過
失
相
殺
理
論

　
次
い
で
本
論
文
は
、
主
と
し
て
℃
9
霞
＞
自
ヨ
き
7
0
冒
蓉
置
づ
≦
。
F

零
包
粛
9
国
宣
垢
い
獣
の
ら
の
研
究
に
依
拠
し
て
、
過
失
相
殺
に
関
す
る
制

度
の
起
源
を
ロ
ー
マ
法
上
の
法
源
に
ま
で
遡
の
ぽ
り
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法

か
ら
中
世
カ
ノ
ン
法
を
経
て
、
近
世
欧
州
各
国
の
民
法
編
纂
に
至
る
制
度

展
開
の
学
説
史
的
系
譜
を
丹
念
に
追
求
す
る
（
第
三
章
よ
り
第
六
章
）
。

　
論
者
は
ま
ず
U
蒔
窃
富
の
各
法
源
に
つ
い
て
古
典
期
ロ
ー
マ
法
学
者

の
見
解
を
紹
介
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
従
来
一
般
的
命
題
と
し
て
評
価

さ
れ
て
き
た
℃
。
ヨ
言
三
5
P
8
。
一
S
8
ω
。
の
断
章
は
、
元
来
は
遺

贈
に
関
す
る
規
定
で
、
こ
れ
を
過
失
相
殺
に
一
般
化
す
る
こ
と
に
は
問
題

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
第
三
章
）
．
次
い
で
、
中
世
の
注
釈
学
派
・

注
解
学
派
の
解
釈
が
紹
介
さ
れ
、
ロ
ー
マ
法
理
論
の
教
会
法
へ
の
影
響
を

通
じ
て
、
過
失
の
択
一
的
認
定
（
国
暮
≦
＆
Φ
7
＆
霞
理
論
）
に
対
す
る
転

機
を
な
す
も
の
と
し
て
、
優
越
過
失
（
。
巳
冨
窮
a
8
理
論
）
の
登
場
す

る
経
緯
が
叙
述
さ
れ
る
（
第
四
章
）
．

　
第
五
章
に
お
い
て
論
老
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
法
典
編
纂
に
先
駆
す

る
自
然
法
学
者
と
し
て
、
国
夷
。
0
3
菖
奮
一
留
ヨ
ヨ
ま
一
勺
昌
①
＆
。
拝

O
ぼ
一
ω
菖
導
≦
。
5
ら
の
諸
説
を
あ
げ
、
と
く
に
≦
。
馬
（
一
零
㌣
嵩
9
）

に
よ
っ
て
被
害
者
の
過
失
に
つ
い
て
の
理
論
体
系
が
完
成
を
見
た
と
し
て
．

≦
。
5
の
過
失
類
型
・
種
類
・
性
質
等
に
対
応
す
る
損
害
分
割
の
数
理
的

処
理
の
理
論
を
、
＞
仁
ヨ
暫
目
に
よ
る
分
析
に
従
っ
て
紹
介
す
る
．
次
い

で
論
者
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に
至
る
法
典
編
纂
の
状

況
を
、
バ
イ
エ
ル
ン
民
法
、
プ
ロ
イ
セ
ン
民
法
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
民
法
、

ヘ
ッ
セ
ン
民
法
草
案
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
、
ス
イ
ス
旧
債
務
法
等
の
各
立

法
に
つ
い
て
考
察
し
、
自
然
法
思
想
と
く
に
≦
。
濡
の
思
想
は
、
啓
蒙

主
義
時
代
の
法
典
編
纂
、
た
と
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
民
法
や
オ
ー
ス
ト
リ
ー
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民
法
な
ど
に
は
一
定
の
成
果
を
見
せ
て
い
る
が
ド
イ
ッ
普
通
法
で
は
強
固

な
抵
抗
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
六
章
は
、
ド
イ
ッ
民
法
に
お
け
る
過
失
相
殺
規
定
の
成
立
の
背
景
と

し
て
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
継
受
と
そ
れ
以
後
の
パ
ン
デ
ク
テ

ン
法
学
に
よ
る
理
論
構
築
の
概
要
を
論
じ
、
各
種
の
草
案
の
起
草
審
議
を

経
て
現
行
ド
イ
ッ
民
法
二
五
四
条
に
至
る
立
法
の
過
程
を
検
討
す
る
。
こ

こ
で
は
被
害
者
の
過
失
が
賠
償
請
求
を
排
斥
す
る
と
い
う
・
ー
マ
法
の
観

念
が
、
強
固
な
ド
イ
ッ
普
通
法
の
伝
統
的
思
想
に
ま
で
形
成
さ
れ
る
経
緯

が
、
固
器
暮
8
F
竃
o
目
冨
器
P
Q
9
旨
巴
脅
℃
魯
三
8
”
U
o
舅
①
一
言
ω
ら
の

学
説
紹
介
を
通
じ
て
、
因
果
関
係
中
断
論
、
具
体
的
衡
平
論
、
過
失
類
型

論
等
に
よ
る
理
論
形
成
の
様
相
と
並
行
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、

ド
イ
ッ
民
法
の
編
纂
に
先
駆
す
る
損
害
賠
償
制
度
の
企
業
災
害
に
む
け
た

改
革
と
し
て
、
鉄
道
災
害
に
対
処
す
る
一
八
七
一
年
の
ラ
イ
ヒ
責
任
法
が

被
害
者
の
自
己
過
失
に
請
求
権
消
滅
の
効
果
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
な
が
ら
、
来
た
る
べ
き
民
法
編
纂
に
対
す
る
、
こ
の
特
別
法
の
影
響

を
示
唆
し
て
い
る
。
第
六
章
後
半
は
、
ド
イ
ッ
民
法
編
纂
の
過
程
が
、

鼠
8
冨
－
留
ゴ
冨
詳
の
資
料
に
依
拠
し
て
記
述
さ
れ
．
第
一
草
案
に
お
け

る
過
失
相
殺
の
特
色
が
、
賠
償
責
任
の
免
除
と
と
も
に
、
損
害
分
割
の
理

論
に
基
づ
く
賠
償
責
任
の
軽
減
を
認
め
た
点
で
、
自
然
法
思
想
の
採
用
に

あ
っ
た
と
す
る
＞
β
目
騨
ヨ
の
見
解
を
援
用
し
な
が
ら
、
賠
償
義
務
の
消

滅
可
能
性
を
認
め
る
点
で
は
、
な
お
普
通
法
の
原
則
が
残
留
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
自
然
法
理
論
の
一
貫
性
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と

説
く
。
こ
の
第
一
草
案
か
ら
更
に
第
二
草
案
・
確
定
案
に
ま
で
修
正
さ
れ

て
行
く
編
纂
過
程
に
お
い
て
次
第
に
伝
統
的
な
普
通
法
理
論
が
浸
透
し
て

く
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
三
）
　
海
事
法
に
お
け
る
損
害
分
担
の
法
理
と
そ
の
影
響

　
本
論
文
は
、
民
事
法
の
過
失
相
殺
制
度
の
法
理
の
生
成
に
関
連
し
て
、

こ
れ
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぽ
し
た
可
能
性
の
あ
る
類
縁
制
度
と
し
て
、

中
世
以
来
の
海
上
運
送
に
お
け
る
損
害
分
担
に
関
す
る
海
事
法
に
着
目
し
、

そ
の
発
達
の
経
緯
を
た
ど
り
、
民
法
典
・
商
法
典
の
立
法
に
及
ぽ
し
た
影

響
を
問
題
と
す
る
（
第
七
章
）
。
こ
こ
で
は
船
舶
衝
突
に
お
け
る
事
件
処

理
の
法
理
と
し
て
、
当
事
者
双
方
の
過
失
あ
る
場
合
に
生
じ
た
損
害
を
平

等
に
分
割
負
担
さ
せ
る
と
い
う
オ
レ
ロ
ン
海
法
の
系
列
と
、
双
方
の
過
失

を
比
較
衡
量
し
て
過
失
の
程
度
に
応
じ
た
損
害
の
分
担
を
認
め
る
コ
ン
ソ

ラ
ー
ト
・
デ
ル
・
マ
レ
系
列
と
の
対
立
が
、
今
日
の
海
事
法
に
ま
で
反
映

さ
れ
て
い
る
事
実
が
指
摘
さ
れ
．
歴
史
的
に
か
な
り
早
期
よ
り
認
め
ら
れ

る
こ
れ
ら
海
事
法
の
制
度
が
、
過
失
相
殺
に
関
す
る
自
然
法
の
理
論
形
成

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
大
き
な
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
、
と
説
い
て
い

る
。
論
者
は
、
こ
れ
ら
の
海
事
法
の
規
制
は
海
上
交
通
と
い
う
特
殊
な
分

野
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
交
通
手
段
の
主
流
が
海
上
交
通

に
あ
っ
た
こ
と
よ
り
し
て
、
被
害
者
の
過
失
の
理
論
的
解
明
の
た
め
に
は
、

当
時
の
海
事
法
の
規
制
の
考
察
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
　
　
　
（
四
）
第
一
論
文
の
総
括

　
本
論
文
の
総
括
と
し
て
第
八
章
に
お
い
て
は
、
前
述
第
一
章
よ
り
第
七

章
ま
で
の
制
度
史
の
展
開
か
略
述
さ
れ
る
と
共
に
、
過
失
相
殺
の
解
釈
と

適
用
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
学
説
判
例
の
理
論
状
況
が
紹
介
さ
れ
、
学
説
判
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例
を
通
じ
て
被
害
者
の
過
失
を
類
型
的
に
検
討
す
る
意
識
に
乏
し
い
こ
と

が
批
判
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
論
者
に
よ
れ
ば
、
過
失
相
殺
の
理
論
史
的
沿

革
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
被
害
者
の
「
過
失
」
に
は
、
加
害
者

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
公
平
に
反
す
る
よ
う
な
自
己
の
損
害
に
つ
い
て
の
被

害
者
自
身
の
消
極
的
不
注
意
と
し
て
の
「
自
己
過
失
」
と
、
加
害
者
で
あ

る
と
同
時
に
被
害
者
で
も
あ
る
場
合
の
被
害
者
の
「
真
正
過
失
」
と
が
類

型
的
に
区
別
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
区
別
に
対
応
し
て
、
過

失
相
殺
の
問
題
は
、
一
方
に
お
い
て
は
被
害
者
の
「
自
己
過
失
」
1
損

害
分
割
－
損
害
の
公
平
な
分
担
、
他
方
に
お
い
て
は
被
害
者
の
「
真
正

過
失
」
1
損
害
控
除
ー
因
果
関
係
論
と
い
う
よ
う
に
理
論
的
に
異
な

っ
た
処
理
を
相
当
と
す
る
も
の
で
、
加
害
者
と
被
害
者
の
過
失
”
有
責
性

を
単
純
に
比
較
衡
量
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
が
、
論
者
の
今
後
の

解
釈
論
構
築
に
つ
い
て
の
指
標
の
提
示
で
あ
る
。

B
　
第
二
論
文

　
（
一
）
　
本
論
文
は
、
英
米
法
に
お
け
る
寄
与
過
失
の
法
理
を
中
心
と
し

て
．
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
そ
の
形
成
と
展
開
、
こ
れ
に
対
す
る
被
害
者
救

済
の
方
途
と
し
て
の
最
後
の
回
避
機
会
の
法
理
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
お
け

る
画
一
的
硬
直
な
結
果
を
避
け
具
体
的
公
平
を
求
め
る
比
較
過
失
の
法
理

と
そ
れ
に
基
づ
く
近
時
立
法
の
傾
向
等
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
史
的
ま
た

社
会
思
想
的
観
点
か
ら
の
考
察
を
目
指
し
て
い
る
（
第
一
章
）
。
英
国
に

お
い
て
は
、
大
陸
法
の
過
失
相
殺
に
相
当
す
る
寄
与
過
失
法
理
が
一
九
世

紀
初
頭
よ
り
（
そ
の
萌
芽
は
す
で
に
一
五
世
紀
頃
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
い

う
）
最
近
ま
で
長
く
維
持
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
最
後
の
回
避
機
会
の
法

理
と
の
原
理
的
対
立
が
困
難
な
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
一
九

二
年
の
海
事
協
定
法
、
一
九
四
五
年
の
改
正
法
の
制
定
に
よ
り
、
過
失

の
比
較
衡
量
に
よ
る
損
害
分
担
の
規
制
が
立
法
化
さ
れ
る
に
及
び
、
こ
の

点
に
つ
い
て
一
応
の
決
着
を
見
て
い
る
。
論
者
は
こ
れ
ら
の
近
時
立
法
に

よ
っ
て
従
来
の
判
例
法
が
ど
の
程
度
の
影
響
を
う
け
て
い
る
か
は
な
お
論

議
の
余
地
が
あ
る
と
し
、
ま
た
コ
モ
ン
・
ー
を
継
受
し
た
米
国
諸
州
に
お

い
て
も
、
寄
与
過
失
の
法
理
は
次
第
に
廃
止
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
は
種
々
の
形
態
が
あ
り
一
様
で
は
な
い
こ
と
を

指
摘
し
て
、
わ
が
民
法
と
の
比
較
検
討
が
、
そ
の
法
理
形
成
の
理
論
史
的

理
解
と
と
も
に
有
意
義
で
あ
る
と
す
る
。

　
論
者
は
、
中
世
的
厳
格
責
任
に
対
す
る
加
害
者
救
済
の
緩
和
と
し
て
誕

生
し
た
寄
与
過
失
の
法
理
が
、
そ
の
後
の
責
任
原
理
の
発
達
に
伴
っ
て
質

的
に
次
第
に
転
換
を
遂
げ
、
産
業
革
命
以
降
の
英
国
社
会
に
お
け
る
各
種

の
労
働
・
交
通
災
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
救
済
と
成
長
期
の
産
業
の
企

業
活
動
の
自
由
の
保
証
と
の
相
克
に
際
し
て
、
企
業
保
護
の
手
段
と
し
て

機
能
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
被
害
者
に
対
す
る
過
酷
な
結
果

に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
法
理
が
最
近
に
至
る
ま
で
コ
モ
ン
ロ
ー
裁
判
所
を
支

配
し
た
理
由
と
し
て
、
被
害
者
に
同
情
的
な
陪
審
（
過
失
の
認
定
を
委
ね

ら
れ
た
）
に
対
す
る
裁
判
所
の
不
信
や
、
適
切
な
損
害
分
担
の
方
策
を
欠

い
た
不
法
行
為
法
の
不
備
の
他
に
、
自
己
の
危
険
を
み
ず
か
ら
負
担
す
る

べ
き
自
主
独
立
を
志
向
す
る
英
米
法
独
特
の
思
考
が
こ
の
法
理
に
託
さ
れ

て
い
る
と
主
張
す
る
。
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（
二
）
　
本
論
文
第
二
章
は
、
英
国
コ
モ
ン
・
ー
裁
判
所
に
お
い
て
寄
与

過
失
の
法
理
が
萌
芽
と
し
て
現
れ
、
や
が
て
裁
判
上
の
原
則
と
し
て
確
立

す
る
過
程
が
、
そ
の
先
例
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
述
さ
れ
、
そ
の
間
損
害

分
担
に
つ
い
て
の
海
事
法
の
規
制
が
成
立
し
て
い
っ
た
事
情
、
ま
た
近
時

の
制
定
法
に
ょ
る
損
害
の
衡
平
分
担
主
義
の
採
用
に
至
る
経
緯
を
扱
っ
て

い
る
．
同
第
三
章
は
、
米
国
に
お
け
る
寄
与
過
失
法
理
の
受
容
の
模
様
を
、

一
八
二
〇
年
代
以
降
現
在
の
米
国
諸
州
の
立
法
傾
向
に
至
る
ま
で
の
過
程

に
つ
い
て
概
観
す
る
。
こ
こ
で
は
一
九
世
紀
末
よ
り
鉄
道
網
の
発
達
を
中

心
と
す
る
近
代
工
業
の
発
展
に
伴
っ
て
寄
与
過
失
法
理
の
適
用
例
の
増
大

す
る
傾
向
に
つ
き
、
産
業
革
命
以
後
の
英
国
と
同
様
に
産
業
資
本
の
保
護

育
成
の
手
段
と
し
て
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
モ
ン
β
ー
の

高
度
な
個
人
主
義
的
思
考
と
各
人
の
利
益
を
各
人
の
注
意
に
委
ね
よ
う
と

す
る
政
策
的
配
慮
（
》
o
器
＆
を
指
摘
す
る
．
こ
こ
で
も
英
国
と
同
様
に
、

過
失
の
認
定
に
つ
い
て
被
害
者
に
同
情
的
な
陪
審
の
判
断
に
対
す
る
裁
判

所
の
不
信
が
、
寄
与
過
失
法
理
の
維
持
の
心
理
的
背
景
と
し
て
推
測
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
論
者
は
、
こ
の
よ
う
な
寄
与
過
失
法
理
が
叫
九
世
紀
後

半
以
降
に
各
州
で
制
定
さ
れ
た
使
用
者
責
任
法
や
連
邦
使
用
者
責
任
法
に

よ
り
次
第
に
制
限
さ
れ
て
く
る
状
況
、
ま
た
米
国
の
近
時
海
事
法
に
お
い

て
、
損
害
の
平
等
分
割
か
ら
過
失
割
合
に
よ
る
損
害
分
担
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
傾
向
、
米
国
各
州
に
お
い
て
従
来
の
寄
与
過
失
に
か
わ
っ
て
採
用
さ

れ
て
い
る
比
較
過
失
法
理
が
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
多
く
の
類
型
に
よ

り
処
理
の
方
法
を
異
に
す
る
点
、
あ
る
い
は
保
険
制
度
と
比
較
過
失
法
理

と
の
関
連
性
等
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
．

　
（
三
）
　
本
論
文
の
総
括
と
し
て
第
四
章
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
に
お
い

て
寄
与
過
失
の
法
理
が
、
そ
の
理
論
的
基
礎
に
お
い
て
多
く
の
問
題
を
は

ら
み
、
被
害
者
に
過
酷
な
結
果
を
伴
う
に
も
拘
ら
ず
、
最
近
ま
で
維
持
さ

れ
て
き
た
背
景
と
し
て
、
英
米
法
独
特
の
個
人
主
義
思
想
と
成
長
期
の
企

業
資
本
保
護
と
い
う
政
策
的
配
慮
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
以
上

本
論
文
に
お
い
て
対
象
と
し
た
寄
与
過
失
法
理
の
歴
史
的
考
察
と
、
論
者

が
意
図
す
る
わ
が
民
法
の
過
失
相
殺
の
解
釈
論
と
の
関
連
は
、
第
一
論
文

に
お
け
る
論
者
の
主
張
と
同
様
で
あ
る
。

三
　
論
文
の
概
評

　
　
　
　
（
一
）
　
論
文
の
概
要
と
そ
の
基
本
的
主
張

　
論
文
は
、
民
法
四
一
八
条
及
び
七
二
二
条
二
項
が
規
定
す
る
過
失
相
殺

の
解
釈
論
の
前
提
と
し
て
、
民
法
典
が
編
纂
さ
れ
た
立
法
の
経
緯
に
つ
き
、

法
典
調
査
会
に
お
け
る
起
草
段
階
の
審
議
か
ら
、
そ
の
前
身
で
あ
る
旧
民

法
・
財
産
編
三
八
七
条
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
四
〇
七
条
に
遡
り
、
わ
が

民
法
の
過
失
相
殺
制
度
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
諸
外
国
の
民
法
の

編
纂
事
情
を
、
と
く
に
ド
イ
ッ
民
法
（
そ
れ
に
先
行
す
る
各
ラ
ン
ト
民

法
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
民
法
、
ス
イ
ス
旧
債
務
法
等
に
つ
き
、
・
ー
マ
法

以
来
の
沿
革
を
た
ど
り
な
が
ら
、
丹
念
詳
細
に
紹
介
し
検
討
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
（
第
一
部
）
。
こ
こ
で
は
、
各
民
法
の
過
失
相
殺
制
度
の
特
質

が
、
相
殺
さ
れ
る
過
失
の
概
念
規
定
と
相
殺
す
る
べ
き
理
論
的
根
拠
付
け

を
中
心
と
し
て
、
法
思
想
史
的
に
は
自
然
法
と
法
実
証
主
義
と
の
対
立
・

葛
藤
の
う
ち
に
追
求
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
議
論
は
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
に
ま
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で
遡
っ
て
．
従
来
の
学
説
が
過
失
相
殺
の
ロ
ー
マ
法
上
の
法
源
と
解
し
て

き
た
U
蒔
窃
蜜
の
条
規
の
解
釈
に
ま
で
及
ん
で
い
る
．
ま
た
本
論
文
は
、

民
法
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
従
来
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
の
稀
で
あ
っ
た
論
点
と
し
て
、
海
事
法
の
領
域
に
お
け
る
船

舶
衝
突
の
際
の
損
害
分
担
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
民
事
一
般
法
と

し
て
の
過
失
相
殺
の
学
説
展
開
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
本
論
文
第
二
部
は
、
英
米
法
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
過
失
相
殺

類
似
の
制
度
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
寄
与
過
失
の
法
理
（
。
昌
霞
ぎ
暮
。
q

琴
磯
一
茜
象
8
）
と
そ
の
修
正
原
理
と
し
て
の
最
後
の
回
避
機
会
（
一
器
訂
一
。
舘

魯
導
。
Φ
）
の
法
理
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
史
的
発
展
を
考
察
す
る
．
大
陸

法
に
比
べ
て
独
自
の
歴
史
的
展
開
を
示
す
イ
ギ
リ
ス
コ
モ
ン
ロ
ー
の
不
法

行
為
法
は
、
そ
の
法
制
度
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
の
も
と
に
、
そ
の

法
理
論
・
法
概
念
の
正
確
な
理
解
が
可
能
と
な
り
．
現
代
法
と
の
関
わ
り

が
解
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
．

　
以
上
の
よ
う
な
過
失
相
殺
を
め
ぐ
る
各
国
・
各
時
代
の
法
制
度
の
理
論

史
・
法
思
想
史
・
そ
し
て
比
較
法
的
考
察
か
ら
出
発
し
て
、
本
論
文
は
、

民
法
の
解
釈
学
上
も
、
従
来
漠
然
と
理
解
さ
れ
て
き
た
「
被
害
者
の
過

失
」
の
中
に
．
本
来
区
別
さ
れ
る
べ
き
異
質
の
過
失
類
型
と
し
て
、
被
害

者
の
「
自
己
過
失
」
と
被
害
者
の
「
真
正
過
失
」
と
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
．
そ
し
て
被
害
者
の
「
真
正
過
失
」
と
は
、
加
害
者
で
あ

る
と
同
時
に
被
害
者
で
も
あ
る
場
合
の
被
害
者
の
「
過
失
」
で
あ
り
、
双

方
的
不
法
行
為
に
お
け
る
被
害
者
の
「
真
正
過
失
」
を
意
味
す
る
の
に
対

し
て
、
被
害
者
の
「
自
己
過
失
」
は
、
加
害
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
公
平

に
反
す
る
よ
う
な
自
己
の
利
益
に
対
す
る
被
害
者
の
不
注
意
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
り
、
将
来
な
さ
れ
る
べ
き
過
失
相
殺
理
論
の
構
築
に
お
い
て
は
、

過
失
相
殺
の
理
論
史
的
系
譜
に
即
応
し
た
こ
れ
ら
の
「
被
害
者
の
過
失
」

の
類
型
に
応
じ
て
、
過
失
相
殺
の
要
件
・
効
果
も
異
な
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
論
老
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
　
本
論
文
の
評
価

　
本
論
文
第
一
部
は
、
駿
河
台
法
学
（
第
二
号
よ
り
第
四
巻
第
一
号
ま
で
）

に
掲
載
さ
れ
た
全
体
と
し
て
三
百
五
頁
に
及
ぶ
大
部
の
論
文
で
あ
り
、
第

二
部
は
未
刊
の
も
の
な
が
ら
、
刷
り
上
が
り
百
七
十
頁
を
越
え
る
大
作
で

あ
る
．
従
来
断
片
的
に
の
み
扱
わ
れ
て
き
た
本
邦
の
過
失
相
殺
に
関
す
る

研
究
に
対
し
て
本
論
文
は
、
そ
の
・
i
マ
法
以
来
近
世
の
各
国
民
法
典
編

纂
に
い
た
る
ま
で
の
理
論
史
的
、
法
思
想
史
的
検
討
の
範
囲
の
広
さ
と
資

料
の
豊
富
さ
に
お
い
て
、
特
筆
さ
れ
て
よ
い
．
ま
た
過
失
相
殺
と
の
関
連

に
お
い
て
、
従
来
看
過
さ
れ
て
ぎ
．
た
中
世
海
事
法
に
お
け
る
損
害
分
担
の

諸
立
法
の
民
法
典
に
対
す
る
影
響
に
着
目
し
て
い
る
点
も
、
そ
の
独
自
の

観
点
と
し
て
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
に
傾
注
し
た
論
者
の

並
な
ら
ぬ
努
力
と
集
中
力
は
、
敬
服
す
る
に
た
り
る
．
本
論
文
は
、
過
失

相
殺
の
問
題
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料
の
集
大
成
と
し
て
．
従
来
わ
が
学

界
に
類
を
見
な
い
大
規
模
な
百
科
全
書
的
な
力
作
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た
る
膨
大
な
資
料
を
収
集
整
理
す
る
作
業
が
、

多
大
の
努
力
を
要
す
る
地
道
な
研
究
の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ

き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
評
者
は
、
な
お
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
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間
題
を
提
起
し
、
論
者
の
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
　
本
論
文
が
、
ロ
ー
マ
法
以
来
近
世
の
各
国
民
法
典
に
お
け
る
過
失
相

殺
制
度
に
い
た
る
長
期
の
広
大
な
歴
史
的
展
開
を
対
象
と
す
る
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
に
直
接
間
接
に
影
響
す
る
可
能
性
の
あ
る
海
上
運
送
法
や
大
陸

法
と
独
立
し
た
法
系
に
属
す
る
英
米
法
の
寄
与
過
失
の
制
度
の
歴
史
に
ま

で
視
野
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
文
の
資
料
的
価
値
を
高
め
る
も

の
と
し
て
有
意
義
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
資
料
が
増
大
し
、
取

り
扱
う
時
代
と
地
域
、
法
系
列
が
多
岐
に
分
か
れ
る
ほ
ど
に
、
こ
れ
ら
の

膨
大
な
素
材
を
．
論
者
が
如
何
な
る
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
意
味
付
け

る
か
は
、
重
要
な
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
論
者
の
基
本
的
関

心
は
、
現
行
民
法
の
過
失
相
殺
制
度
の
理
論
的
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の

と
し
て
い
る
が
．
そ
の
理
論
的
提
言
と
し
て
の
被
害
者
の
過
失
の
類
型
化

（
自
己
過
失
と
真
正
過
失
）
と
論
文
全
体
の
資
料
と
の
結
び
つ
き
は
、
本
論

文
に
お
い
て
は
未
だ
完
結
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
は
現
行
民
法
の

編
纂
時
に
先
行
す
る
各
国
法
制
の
歴
史
展
開
が
、
制
度
史
的
背
景
と
し
て

検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
現
在
現
実
に
如
何
に
解
釈
・
運
用
さ
れ

て
い
る
か
は
、
論
者
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
本
論
文
の
残
さ
れ
た
課
題
で

あ
る
。
論
者
の
提
言
す
る
現
行
民
法
典
の
解
釈
に
ま
で
連
な
る
意
味
に
お

い
て
は
、
現
段
階
で
本
論
文
そ
れ
自
体
を
完
結
し
た
業
績
と
し
て
評
価
す

る
こ
と
は
、
な
お
困
難
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
本
論
文
に
．
そ
れ
自
体
と

し
て
、
歴
史
的
文
献
の
集
大
成
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
に
薔
で
は

な
い
が
、
そ
し
て
そ
の
作
業
が
日
本
国
内
の
研
究
者
と
し
て
多
大
の
労
力

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
推
察
さ
れ
る
が
．
な
お
今
後
の
論

者
の
研
究
が
進
展
し
て
．
そ
の
理
論
的
成
果
が
実
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
期
待
し
つ
つ
、
こ
こ
で
は
一
応
の
評
価
を
な
し
得
る
の
み
で
あ
る
。

2
　
本
論
文
を
、
法
史
学
か
ら
見
れ
ば
、
な
お
何
ら
か
の
新
資
料
あ
る
い

は
独
自
の
資
料
解
釈
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
法
思
想
史
の
う
え
で

も
自
然
法
理
論
の
内
容
は
時
代
と
人
と
に
よ
り
極
め
て
多
義
多
彩
で
あ
り
、

本
論
文
が
主
張
す
る
≦
o
霞
の
意
味
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
数
理
的
構
成

が
そ
の
後
の
自
然
法
と
い
か
な
る
関
係
に
立
ち
．
い
か
な
る
経
路
を
経
て

近
代
民
法
典
に
継
受
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
は
，
よ
り
具
体
的
な
論
証
を

必
要
と
し
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
論
文
は
一
つ
の
興
味
あ
る
仮
説
を

提
示
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
本
論
文
の
資
料
収
集
に
お
い
て
、
ロ

ー
マ
法
の
法
源
批
判
あ
る
い
は
ド
イ
ッ
普
通
法
時
代
以
降
の
詳
細
な
概
念

論
争
に
つ
い
て
の
理
論
的
紹
介
と
、
中
世
海
事
法
・
英
国
コ
モ
ン
ロ
ー
の

概
説
的
叙
述
と
は
い
さ
さ
か
調
和
を
欠
く
感
が
な
い
で
も
な
い
。

3
　
比
較
法
の
作
業
と
し
て
は
、
如
何
な
る
基
準
か
ら
、
ど
の
点
を
各
法

制
の
基
本
的
特
質
と
し
て
抽
出
し
て
比
較
検
討
す
る
の
か
が
、
よ
り
明
瞭

に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
本
論
の
扱
う
「
過
失
」
、
「
損

害
」
、
「
相
殺
」
と
い
っ
た
時
代
と
場
所
に
よ
り
極
め
て
多
義
的
な
用
語
例

に
つ
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
論
旨
の
中
に
は
、
各
国
法
制
の

類
縁
的
関
係
を
表
現
す
る
た
め
に
「
近
似
」
あ
る
い
は
「
類
似
」
ま
た
制

度
の
歴
史
的
「
変
質
」
と
い
っ
た
言
葉
が
屡
々
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
か

か
る
用
法
は
、
比
較
の
対
象
確
定
の
基
準
と
比
較
方
法
の
基
準
と
が
明
示

さ
れ
、
そ
の
実
用
性
が
検
証
さ
れ
て
初
め
て
科
学
的
説
得
力
を
持
ち
得
る

も
の
で
．
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
論
者
の
主
張
は
ま
だ
論
者
自
身
に
お
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け
る
予
測
的
仮
説
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
本
論
文
は
、
英
米

法
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
寄
与
過
失
」
の
法
理
が
近
時
ま
で
維
持
さ
れ
て

き
た
理
由
を
、
自
主
独
立
の
国
民
性
や
陪
審
制
度
に
対
す
る
裁
判
官
の
不

信
に
求
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
事
実
的
理
由
付
け
と
大
陸
法
の
目
ー

マ
法
継
受
以
降
の
学
説
史
的
叙
述
と
の
混
用
す
な
わ
ち
事
実
的
判
断
と
規

範
的
評
価
と
の
対
立
は
、
論
者
の
解
釈
方
法
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
論

上
連
絡
す
る
も
の
か
、
今
後
の
具
体
的
研
究
の
成
果
を
待
ち
た
い
（
自
然

法
理
論
に
お
け
る
損
害
の
単
一
性
と
か
過
失
概
念
の
分
類
に
対
応
す
る
損

害
分
担
と
い
っ
た
、
概
念
法
学
的
な
規
範
発
見
の
手
法
と
．
法
社
会
学
的

な
事
実
的
要
因
の
指
摘
と
の
超
克
の
課
題
性
）
。

4
　
更
に
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
．
現
行
規
定
に
直
接
の

素
材
と
な
っ
た
旧
民
法
、
そ
の
前
身
た
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
規
定
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
や
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
の
自
然
法
理
論
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
検
討
は
、
民
法
典
の
法
思
想
史
的
背
景
と
し
て
重
要
な
だ
け
で

は
な
く
、
本
論
文
が
民
法
の
解
釈
論
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
わ

が
民
法
典
に
お
け
る
法
継
受
の
直
接
的
要
因
と
し
て
無
視
で
き
な
い
点
で

あ
る
だ
け
に
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
．

5
　
過
失
相
殺
に
関
連
す
る
類
縁
法
制
を
、
大
陸
法
の
諸
民
法
典
に
限
ら

ず
、
広
く
各
国
の
海
事
運
送
法
か
ら
英
米
法
、
と
く
に
コ
モ
ン
ロ
ー
の
寄

与
過
失
の
抗
弁
に
ま
で
視
野
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
文
の
特
長

で
あ
る
が
、
論
者
の
意
図
す
る
過
失
の
類
型
に
即
応
す
る
損
害
分
担
の
法

理
に
つ
い
て
は
、
寄
与
過
失
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
す
る
最
後
の
回
避
機

会
の
法
理
が
、
論
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
コ
モ
ン
ロ
ー
を
基
礎
づ
け
る
自

主
独
立
の
国
民
性
や
そ
の
固
有
の
陪
審
制
度
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
何
故
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
現
在
次
第
に
廃
止
な
い
し

は
制
限
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
後
に
登
場
す
る
比
較
過

失
の
法
理
の
検
討
が
直
接
か
つ
緊
急
の
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ

の
点
が
今
後
の
課
題
と
し
て
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
論
者
自
ら
の
認

め
る
通
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
の
資
料
が
資
料
と
し
て
奉
仕
す
る
べ
き
具
体
個

別
的
問
題
点
の
確
定
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
老
の
法
解
釈
の
方
法
論
が
未

だ
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
論
文
に
お
け
る
膨
大
な
資
料
を

統
一
的
に
処
理
す
る
視
角
が
明
瞭
で
な
く
、
こ
の
こ
と
が
、
論
者
の
主
張

を
そ
の
素
材
か
ら
読
み
取
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
、
結
局
は
論
老
の
解
釈
学
者
と
し
て
の
将
来
の
具
体
的
研
究
の

進
展
に
待
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
対
象
と
す
る
テ
ー
マ
が
巨
大
で
あ

り
資
料
が
増
加
す
る
ほ
ど
に
、
論
者
の
論
点
は
次
第
に
拡
散
し
、
抽
象
的

な
叙
述
が
煩
環
な
ま
で
に
反
復
さ
れ
る
反
面
に
お
い
て
、
論
者
の
具
体
的

論
点
が
広
漠
た
る
資
料
の
洪
水
の
中
に
埋
没
し
て
、
こ
れ
を
正
確
に
把
握

し
難
い
憾
み
が
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
全
体
と
し
て
、
本
論
文
の
印
象

は
、
将
来
の
具
体
的
解
釈
論
の
展
開
の
た
め
の
地
道
な
基
礎
堅
め
と
し
て

の
膨
大
な
未
完
の
パ
ノ
ラ
マ
の
感
が
あ
る
。
や
が
て
そ
の
具
体
的
な
理
論

展
開
の
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
資
料
の
正
確
な
位
置
付
け
が
初
め
て
明

示
さ
れ
、
論
者
の
解
釈
論
上
の
観
点
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
の
貴
重
な
諸

資
料
の
具
体
的
成
果
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
本
論
文
が
、
そ
の
豊
か
な
可
能
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性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
評
者
の
疑
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
、
わ
が
民
法
学
界
の
理
論
進
展
の
た
め
に
多
く
の
貴
重
な
基

礎
資
料
を
提
供
し
、
そ
の
論
議
を
深
化
さ
れ
る
の
に
有
益
な
示
唆
を
提
示

す
る
も
の
と
し
て
、
評
価
す
る
に
充
分
で
あ
り
、
法
学
博
士
（
慶
慮
義

塾
）
の
学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
平
成
三
年
九
月
二
十
日

　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
内
池
慶
四
郎

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
人
見
　
康
子

　
　
　
　
駿
河
台
大
学
法
学
部
教
授

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
法
学
博
士
　
田
中
　
　
實
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